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第第ⅣⅣ部部門門  
都都心心部部ににおおけけるる小小学学生生のの交交通通事事故故発発生生状状況況のの地地域域差差  
～～都都心心部部のの児児童童数数変変化化をを考考慮慮ししてて～～  
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１１．．序序論論

日本の大都市ではバブル経済崩壊後、郊外へ流出

していた人口が再び都心へと流入する「都心回帰」

現象が見られている。大阪市においても都心回帰現

象が発生し人口流出期に都心では小学校の統廃合が

行われ、児童の増加 1)や通学距離の増加 2)が指摘さ

れている。また、日本の交通事故において状態別 10
万人当たりの交通事故死者数が最も多いのは歩行中

であり件数は減少しながらも 2)依然として高い水準

のままである。また、10 万人あたりの歩行中の死傷

者数は 7 歳前後の子供が最も多く発生している。3) 

これらより、低学年児童が交通量の多い都心部で

生活することで歩行中に事故に遭いやすいことが考

えられ、本研究では、都心回帰による児童数の増加や

通学距離の増大が交通事故に与える影響を検証する

ことを目的とする。 

２２．．調調査査対対象象地地域域・・使使用用デデーータタ

ここで対象とする地域は都心回帰現象が発生して

いる大阪市都心部の大阪市北区と中央区、そしてこ

れらの比較対象として児童数の推移が安定している

大阪市旭区とする。本稿で使用するデータを表 に

示す。 

表-1 本稿で使用するデータ 
発発行行元元 デデーータタ名名 期期間間 集集計計 文文献献

大阪市 事故統計 ～ 区別

警察庁 交通事故統計情報

オープンデータ

～ 地点

別

交通事故総合

分析センター

ITARDA データ 
受託集計

～ メッシ

ュ別

総務省 国勢調査 メッシ

ュ別

なお、各データの入手期間や年齢区分等が異なるた

め、各データの特徴を踏まえて実態を分析する。大阪

市の区別の子ども年齢（0～14 歳）の子ども人口千人

当たりの負傷者数を確認するため、上位 12 区（24 区

中）の実態を表-2 に示す。

表-2 人口千人あたり子ども歩行中事故負傷者数

本稿で対象とする 3 区を赤く表示している。中央

区や北区は比較的上位、旭区は中位に位置している。 

３３．．分分析析結結果果とと考考察察

 
図-1 行政区別当事者 B 年齢別 

警察庁のオープンデータを分析した結果を図-1 に

示す。大阪市都心部では 0~24 歳の若年層が高く、

対照的に旭区では 75 歳以上の高齢者層が多い結果

となり、郊外部より都心部がより若い年代の人が歩

行中に事故に遭っていることが確認できた。しか

し、本研究の対象とする子どもについて 0~24 歳の

行政区
平成27~令和4年
子ども歩行中負傷
者数/千人・8年

順位

平野
中央
西成
浪速
東成
北
大正
淀川
旭
城東
鶴見
東淀川
総数
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カテゴリに内包され着目することができなかったた

め、より詳細な分析を行うため交通事故総合分析セ

ンターの ITARDA データ(受託集計)を用いて分析を

行った。これは 4 次メッシュごとの集計となるため

予算の都合上対象の行政区から小学校区を図-2 のよ

うにそれぞれ選定し、メッシュと対応付けた。

 
図-2 分析対象小学校区 8) 

各校区の 7～12 歳が歩行中に遭った交通事故件数

の割合を図-3 に示す。校区が狭いにも関わらず旭区

の小学校区の事故件数が多く、校区が広い開平小学

校や扇町小学校の学区など都心部の小学校区での事

故件数はそれほど多くないという結果となった。 

図-3 受託集計 2012 年-2021 年 校区別事故件数割合 

また、通行目的、自宅からの距離の属性を用い

て、第 2 当事者がその地域の居住者に絞ったうえ

で、表-3 に示すように第 2 当事者を当該地域の居住

者に絞った上で 0～14 歳人口千人当たりの事故件数

を算出した。その結果、北区、中央区の都心部より

も旭区のほうが 0~14 歳人口千人当たりの事故件数

は多い結果となった。これより、大阪市の都心部に

おいては郊外部と比べて、子どもの歩行中の事故が

発生しやすいという実態は確認できなかった。この

分析では 10 年間の事故を対象にしたが、その間に

発生した事故件数が少なかった。より詳細に実態を

把握するためにはさらに多くの事故データで分析す

ることや、地域の道路交通状況等の交通特性を考慮

した分析を行うことが求められる。 

表-3 10 年間での 0~14 歳人口(居住者のみ)千人当

たり事故件数

 
４４．．結結論論

都心回帰の進む大阪市都心において、子どもの歩

行中の交通事故に着目して分析を行った。大阪市や

警察庁のデータでは大阪市都心部で負傷者数が多く

なることが確認できたが、より詳細な分析のために

用いた ITARDA データでは都心回帰による児童数増

加や通学距離増大による小学生の歩行中事故の増加

は確認できなかった。今後は、より長期間データを用

いることや道路交通環境等の地域特性を考慮して分

析することが求められる。 
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小学校区 件数 メッシュ人口 件/千人・10年
開平
古市
新森小路
菅北
西天満
扇町
大宮
堀川
総計
都心
旭区
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